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「世界で活躍する日本の土木技術者シリーズ」 
第２回シンポジウム開催

　2014年8月5日 に「 世 界 で

活躍する日本の土木技術者

シリーズ」第２回シンポジウ

ムとして「フーバーダムバイ

パス─コロラドリバー橋」を

東京土木学会講堂にて開催

しました。河原土木学会副会長の開会挨拶に始まり、第一部は

二羽淳一郎東工大教授により大林組の海外での事業展開につ

いて講演がされました。第二部では元米国連邦高速道路局の

Dave Zanetell氏のビデオレターが紹介され、実際にプロジェ

クトに携わられた大林組の技術者の方たちから、プロジェクト

の概要や厳しい自然環境での工事を可能にした技術紹介がな

されました。120名を超える参加者を集め大変盛会でした。

土木学会100周年記念 
国際貢献事業イベント案内

　国際貢献事業のイベント案内です。ぜひご参加ください。

①国際シンポジウム

▶  国際フォーラム「社会インフラの豊かな生活への貢献」（2014

年11月20日開催）：この100年間において土木技術者が成し遂

げてきた経験・成果・技術革新を振り返り、豊かな社会を実

現するための将来における土木工学の役割や、社会インフラ

整備における国際協力について検討、意見交換を行います。

▶  防災に関する国際円卓会議（2014年11月19日～ 20日開催）：実

用的な災害対策に関して検討を行います。世界各国を代表す

る土木技術者が集い、災害リスクの低減および災害発生後の

回復に対する対応策について議論を行い、国際的な協力関係

の構築を目指します。

② �社会インフラ（道路施設）の維持管理に関する国際集会「維持
管理による社会インフラのサステナビリティとレジリエンス
向上に向けて」（2014年11月20日開催）

　社会インフラのサステナビリティとレジリエンスを向上させる

ために、世界の現状と動向を把握し、そのために維持管理は将来

どうあるべきかについて議論します。最新の技術、システム、基

本概念を明らかにし、今後の方針について提言することを目的と

します。

※ �その他、英文論文集「Journal�of�JSCE」の発行、学会の国際活動発信
と留学生ネットワーク強化のための電子情報システム事業やODAな
どを通じて実施されたインフラ整備事業をアーカイブスとして記録・
保存する事業を推進します。
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News Pick Up!

講演の様子

Event Calendar

● 2014年11月13日～ 15日……フィリピン土木学会（PICE）年次大会（フィリピン…ルソン島Legaspi市）
※イベントの名称は変更することがあります。
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